
空き缶を７，００６個回収できました。
            （平成３０年１月末現在）

・空き缶に関するキャラクターを募集し、スタンプラリーでは、キャラクター｢カンカンくん｣のはん
  こを作成し、多く集めてくれた学年の用紙に押していきました。
・少しでも多く集められるように、３学期から学年ごとにも回収箱を設置し、金曜日にも環境委
  員会の児童が集めに行くようにしました。

　環境委員会の児童が中心になって、空き缶回収を行っています。毎週火曜日を回収日とし、朝、登
校時に児童がピロティに設置された回収箱に、家庭からもってきた空き缶を入れています。回収箱に
空き缶を入れた児童は、あらかじめ数えていた個数を表に書き込みます。学年ごとに分けて集計をし
ます。給食のときに、全校放送で集計結果の報告や呼びかけを行っています。また、年1回行われて
いる廃品回収でも、空き缶回収を呼びかけてたくさん集まりました。（集計には入れていません。）
　児童集会では、空き缶回収活動は、環境にやさしい活動であり、空き缶が身近な製品にリサイクル
されることを全校生に広めることができました。また、集会後にスタンプラリーを行うことで、いつもより
多くの空き缶を回収することができました。

　　　　【持ってきた空き缶を回収箱の中に入れる児童】　　　　　　　　　　【教室に置いた回収箱】

報　　告　　書

空き缶を１０，０００個以上集める。

省資源・省エネルギー推進コース

小豆島町立星城小学校

星城小学校児童会

　星城小学校全校生児童１２０名によるグループです。中心になって活動するのは、４、５、６年生の
環境委員会の９名です。力を合わせて、空き缶をたくさん集めます。

自然を大切にできる学校をめざす。


